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★令和５年度災害対策号★ 
本年は、関東大震災から１００年が経過するとともに、本市では

震生湖の誕生１００年を迎えます。９月１日「防災の日」に合わせ、

災害時の食事について知識を深め、対応力を身に付けましょう。 

秦野市学校給食センター（はだのっ子キッチン） 

 コンロ 
 、ペットボトルの飲料  代 

 コンロ 

 
大根 

非常用持ち出し袋に入れたい食料 

★封を切ってすぐに食べられるもの 

・缶入りのパン 

・レトルトのおかゆ 

・果物の缶詰 

・水やジュース など 

 

多めの備蓄が必須！ 

アレルギー対応食 

災害発生後の避難所では、
アレルギー対応食の備蓄が
十分でない場合もあり、不足
の際には、入手困難になりま
す。食物アレルギーがある人
は、多めに対応食を備蓄して
おく必要があります。 
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お湯または水 アルファ化米 

ガスや電気、水道が使えない災害時でも、簡単に

食べられる非常食が注目されています。今回は、水

で簡単にできるごはんを紹介します。 

② お湯または水を袋内側の注水線（170 ㎖）まで

注ぎ、すぐによく混ぜる。 

本市は、中学校給食の調理・運営業務を担っているハーベストネク

スト株式会社と「災害時における相互協力に関する協定」を結んでい

ます。災害時には、学校給食センターの貯水タンクを活用した応急給

水のほか、中学校に給食を配送しているトラックで、食料などの物資

を配送することができます。また、500人分の食事を調理できる移動

式の煮炊釜で、炊き出しをすることができます。 

① アルファ化米の袋を開封後、脱酸素剤とスプー

ンを取り出す（袋の底はよく広げておく）。 

③ 袋のチャックを閉じて待つ。食べる前に

よく混ぜて完成。 

（待ち時間 熱湯の場合：15分 

       水の場合：60分） 

いろんな種類の非常食があるので、

常備しておこう。賞味期限を確認して、

新しいものと入れ替えるほ 

か、期限の近いも 

のがあれば、つく 

って食べてみよう。 

問合せ 秦野市学校給食センター（はだのっ子キッチン） 電話番号 ８６－６５２５ 


